
 

 

 

若者が活躍するまちづくり事業の今後の展開について 

 

１ 令和 6年度実施事業について（別紙参照） 

令和 6 年度は、新規事業として「若者目線によるまちづくり情報の発信」を実施したほか、継

続事業である「仙台まちづくり若者ラボ」「ユースチャレンジ！コラボプロジェクト」「仙台若者

SDGs アワード」を実施した。 

令和 7年度は、これら 4事業がより効果的なものとなるよう工夫しながら取り組んでいく。 

 

２ 令和 7年度新規事業について 

 次期「仙台市協働まちづくり推進プラン」の策定に向けて、次世代のまちづくりの担い手であ

る若者から意見を聞くワークショップを開催し、全庁で実施されている若者事業を含めた「若者

が活躍するまちづくり」の方向性を見定めるためのヒントとする。 

 （概要） 

日 時：令和 7年 5月下旬 

参加者：仙台市に居住する 18歳以上 30歳以下の男女計 20名程度。一般募集と併せ、当課の若

者事業に参加経験を有する若者・若者団体へも声がけするなど幅広く募集する。 

 

３ 今後の展開について 

（1）潜在層へのアプローチの強化 

まちづくり活動へ参加したことがない若者が気軽にまちづくり活動へ参加できるよう、「若者

目線によるまちづくり情報の発信」を中心に潜在層へ情報発信を行い、市で実施する若者を対

象とした事業へ参加する若者を増やす。 

 

（2）継続した活動参加の後押し 

市が実施する個々の取組をとりまとめて周知するなど、活動層の若者へまちづくりに関する

情報を効果的に届け、若者が継続的にまちづくり活動へ参加することを後押しする。 

 

（3）事業間での相乗効果の創出 

市が実施する若者事業の「若者目線によるまちづくり情報の発信」を通じた発信や「仙台ま

ちづくり若者ラボ」への庁内関係課の参加、各事業へ参加した若者・若者団体の情報集約・共

有など、当課で実施する各事業間の連動や庁内の関係部署との連携により、事業間での相乗効

果を生み出す。 

資料４ 


